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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

五
六

〈
史
料
紹
介
〉

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典 

（Codex T
heodosianus

） （
二
一
）

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
研
究
会

（
代
表
　
後
　
藤
　
篤
　
子
）　

　

一 

三
一
三
年
（
法
文
○1
～
○10
）（
以
上
『
専
修
法
学
論
集
』
第
五
九

号
［
一
九
九
三
年
九
月
］）

　

二　

三
一
四
年 

（
法
文
○11
～
○22
） （
以
上
同
六
○
号 

［
一
九
九
四
年
三

月
］）

　

三　

三
一
五
年
一
月
～
一
○
月 

（
法
文
○23
～
○42
） （
以
上
同
六
一
号 

［
一
九
九
四
年
七
月
］）

　

四　

三
一
五
年
一
一
月
～
三
一
六
年 

（
法
文
○43
～
○65
） 
（
以
上
同

六
三
号
［
一
九
九
五
年
三
月
］）

　

五　

三
一
七
年
～
三
一
九
年
三
月 

（
法
文
○66
～
○88
） （
以
上
『
立
教

法
学
』
第
四
三
号
［
一
九
九
六
年
二
月
］）

　

六　

三
一
九
年
四
月
～
七
月 

（
法
文
○89
～
○103
） 

（
以
上
同
四
五
号

［
一
九
九
六
年
九
月
］）

　

七　

三
一
九
年
七
月
～
一
○
月 

（
法
文
○104
～
○117
） （
以
上
同
四
七
号

［
一
九
九
七
年
七
月
］）

　

八　

三
一
九
年
一
一
月
～
三
二
○
年
二
月 （
法
文
○118
～
○131
）（
以
上

同
五
○
号
［
一
九
九
八
年
七
月
］）

　

九　

三
二
○
年
二
月
～
三
二
一
年
一
月 

（
法
文
○132
～
○150
） （
以
上
同

五
三
号
［
一
九
九
九
年
七
月
］）

一
○　

三
二
一
年
二
月
～
八
月 （
法
文
○151
～
○167
） （
以
上
同
五
六
号 ［
二

○
○
○
年
八
月
］）

一
一　

三
二
一
年
八
月
～
三
二
三
年
四
月 

（
法
文
○168
～
○186
） （
以
上
同

五
八
号
［
二
○
○
一
年
七
月
］）

一
二　

三
二
三
年
五
月
～
三
二
五
年
六
月 

（
法
文
○187
～
○202
） 

（
以
上

『
法
政
史
学
』
第
五
七
号
［
二
○
○
二
年
三
月
］）

一
三　

三
二
五
年
六
月
～
三
二
六
年
三
月
（
法
文
○203
～
○218
）（
以
上

同
五
九
号
［
二
○
○
三
年
三
月
］）
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テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典 （Codex T

heodosianus

） （
二
一
）（
後
藤
）

五
七

一
四　

三
二
六
年
三
月
～
七
月 （
法
文
○219
～
○238
） （
以
上
同
六
二
号 ［
二

○
○
四
年
九
月
］）

一
五　

三
二
六
年
八
月
～
三
二
七
年
三
月
（
法
文
○239
～
○253
） （
以
上
同

六
四
号
［
二
○
○
五
年
九
月
］）

一
六　

三
二
七
年
四
月
～
三
二
九
年
一
一
月
（
法
文
○254
～
○273
）（
以

上
同
六
六
号 ［
二
○
○
六
年
九
月
］）

一
七　

三
三
○
年
二
月
～
三
三
一
年
八
月
（
法
文
○274
～
○291
）（
以
上

同
六
八
号 ［
二
○
○
七
年
九
月
］）

一
八　

三
三
一
年
一
○
月
～
三
三
三
年
四
月
（
法
文
○292
～
○305
）（
以

上
同
七
○
号 ［
二
○
○
八
年
九
月
］）

一
九　

三
三
三
年
五
月
～
三
三
四
年
一
二
月
（
法
文
○306
～
○322
）（
以

上
同
七
二
号 ［
二
○
○
九
年
九
月
］）

二
○　

三
三
五
年
三
月
～
三
三
六
年
一
○
月
（
法
文
○323
～
○333
）（
以

上
同
七
七
号 ［
二
○
一
二
年
三
月
］）

二
一　

三
三
七
年
二
月
～
八
月
・
発
布
年
不
詳
の
法
文
（
法
文
○334
～

○343
）（
以
上
本
誌
）

 （
承
前
）

三
三
七
年

○334  

第
三
巻
第
一
章
第
二
法
文

　

同
（
＝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
グ
レ
ー
ゴ
リ
ウ
ス（

１
）に

〈
宣
示
す
〉。

　

買
主
は
、
購
入
し
た
物
の
税

ケ
ン
ス
ス（
２
）〈

の
負
担
〉
を
引
き
受
け
る
べ

き
で
あ
る
。
税

ケ
ン
ス
ス〈

負
担
の
引
き
継
ぎ
〉
な
し
に
物
を
購
入
し
た
り

売
却
す
る
こ
と
は
、
何
ぴ
と
に
も
許
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
今
後
は

本
法
に
基
づ
い
て
公
の
あ
る
い
は
国
庫
に
よ
る
調
査
が
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
も
し
何
か
が
税

ケ
ン
ス
ス〈

負
担
の
引
き
継
ぎ
〉
な
し
に
売
却

さ
れ
て
そ
の
こ
と
が
第
三
者
に
よ
っ
て
告
発
さ
れ
た
と
き
は
、
国
庫

が
没
収
す
る
こ
と
で
、
売
主
は
地
所
を
失
い
買
主
は
代
金
と
し
て
与

え
た
も
の
を
失
う
も
の
と
す
る（

３
）。

　

⑴　

さ
ら
に
、
以
下
の
こ
と
が
決
せ
ら
れ
た
。
売
主
と
買
主
と
の

間
で
正
規
の
手
続
き
に
従
っ
て（

４
）契

約
が
交
わ
さ
れ
る
と
き
に
確
か
な

真
の
所
有
権
が
隣
人
た
ち
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
な
い
場
合
は
、
い
か

な
る
物
で
あ
れ
何
ぴ
と
も
そ
れ
を
売
却
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な

お
、
本
法
の
規
定
は
、
た
と
え
「
腰
掛
け
」
あ
る
い
は
俗
に
言
わ
れ

る
と
こ
ろ
の
「
帯
状
地（

５
）」

が
売
却
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
所
有
権

を
示
す
証
明
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま

で
及
ぶ
べ
し
。

　

⑵　

買
主
と
売
主
の
間
で
周
到
な
抜
け
道
を
用
い
て
正
規
の
手
続
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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

五
八

き
が
行
わ
れ
て
は
な
ら
ず
、
欺
罔
的
な
売
却
は
完
全
に
葬
り
去
ら
れ

て
死
滅
す
べ
き
で
あ
る（

６
）。

　

フ
ェ
ー
リ
ー
キ
ア
ー
ヌ
ス
と
テ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル

の
年
の
二
月
四
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。

（
１
）		Gregorius. 
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
法
文
○331
註
（
１
）
参
照
。

（
２
）		census. 

ケ
ン
ス
ス
に
は
、「
課
税
台
帳
」（
法
文
○252
）、「
課
税
査
定

額
」（
法
文
○101
）、「
課
税
基
礎
査
定
」（
法
文
○90
註
（
13
）、
法
文
○202
）、

「
財
産
評
価
」（
法
文
○172
、
法
文
○191
）
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
あ

る
が
、Gothofredus, ad h. l. 
は
こ
こ
で
は
「
税tributum

」
の
こ

と
で
あ
る
と
し
、H

eum
ann/Seckel, s. v. 

［Census

］ 

も
、『
勅
法

彙
纂
』
第
四
巻
第
四
七
章
第
二
法
文
末
尾
に
本
法
文
に
も
と
づ
い
て

付
加
さ
れ
た
と
さ
れ
る
一
文
（cf. K
rüger ad C

I. 4. 47. 2

）
の
中

のcensus

を
、「
財
産
に
付
随
す
る
税
」
と
解
し
て
い
る
。　

（
３
）		

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
、
買
主
は
税
を
負
担
し
な
い
と

の
条
件
で
土
地
が
売
買
さ
れ
た
場
合
で
も
買
主
が
納
税
義
務
を
引
き

継
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
し
（
法
文
○101
参
照
）、
他
の
勅
法
に
お
い
て
も
買

主
・
売
主
間
の
そ
の
よ
う
な
合
意
を
無
効
と
し
て
買
主
に
税
負
担
を

課
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
が（
法
文
○252
註（
３
）参
照
）、本
勅
法
で
は
、

売
買
自
体
を
無
効
と
し
て
地
所
も
代
金
も
国
庫
に
没
収
す
る
と
い
う

厳
し
い
制
裁
を
科
し
て
い
る
。
た
だ
し
、M

. K
aser, D

as röm
ische 

Privatrecht II 

（
法
文
○15
註
（
２
）
所
引
）, p. 277, n. 27

は
、
法
文

○101
と
同
様
の
税
負
担
義
務
を
譲
受
人
に
課
し
て
い
る
本
法
典
第
一
一

巻
第
三
章
第
三
法
文
（
三
六
三
年
）
や
同
第
五
法
文
（
三
九
一
年
）

を
も
と
に
、
の
ち
の
実
務
に
お
い
て
は
本
法
文
で
規
定
さ
れ
た
制
裁

は
厳
格
に
は
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
と
し
て
い
る
。

（
４
）		sollem

niter.　

M
. K

aser, op. cit., p. 77, n. 29; p. 277; p. 385, 
n. 6

に
よ
れ
ば
、
本
法
文
で
は
土
地
の
売
買
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

正
規
の
手
続
き
と
は
、
土
地
売
買
の
際
に
明
ら
か
に
そ
の
必
要
性
が

前
提
と
さ
れ
て
い
た
「
証
書
の
作
成
」
を
意
味
す
る
。

（
５
）		scam

num
.　

本
来
は
こ
のscam

num

と
い
う
言
葉
が
帯
状

の
土
地
を
示
す
専
門
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を

理
解
で
き
な
か
っ
た
本
法
文
の
編
纂
者
が
、
誤
っ
た
解
釈
に
よ
っ

てsubsellium

（
腰
掛
け
）
と
い
う
言
葉
を
専
門
用
語
と
し
て
本

勅
法
に
加
え
て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。H

eum
ann/Seckel, 

s. 
v. 

［Subsellium

］
お
よ
び
『
ヴ
ァ
チ
カ
ン
断
片Fragm

enta Vaticana

』

第
三
五
節
第
四
法
文
中
のscam

na

に
対
す
るM

om
m

sen

の
註

（C
ollectio librorvm

 ivris anteivstiniani in vsvm
 scholarvm

, tom
us 

3, 1890, p. 27

）
を
参
照
。

（
６
）		

法
文
○101
は
、「
少
な
か
ら
ぬ
者
た
ち
が
他
の
人
々
の
差
し
迫
っ
た
窮

状
に
乗
じ
、
肥
沃
な
選
び
抜
か
れ
た
地
所
を
、
自
分
た
ち
は
そ
れ
ら

の
〈
地
所
に
付
随
す
る
〉
滞
納
分
を
国
庫
に
納
め
ず
、
税
を
免
れ
た

状
態
で
そ
れ
ら
を
所
有
す
る
、
と
い
う
条
件
で
購
入
し
て
い
る
」
こ

と
を
伝
え
る
。
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テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典 （Codex T

heodosianus

） （
二
一
）（
後
藤
）

五
九

○335  
第
一
二
巻
第
五
章
第
二
法
文

　

同
（
＝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ア
ー
フ
リ
カ
州
会
議（

１
）

に
〈
宣
示
す
〉。

　

祭
司
や
祭
司
を
務
め
た
者
お
よ
び
終
身
神
官（

２
）、

さ
ら
に
は
二
人
官

職
を
務
め
た
者（

３
）さ

え
も
、
食
糧
供
給
役
や
下
級
の
負ム

ネ
ラ担

か
ら
免
除
さ

れ
る
よ
う
我
等
は
命
じ
る
。
こ
の
こ
と
が
永
遠
の
遵
守
に
よ
っ
て
確

か
な
も
の
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
法
が
青
銅
板
に
刻
み
込
ま
れ
た
う

え
で
公
に
さ
れ
る
こ
と
を
我
等
は
命
じ
た
。

　

フ
ェ
ー
リ
ー
キ
ア
ー
ヌ
ス
と
テ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル

の
年
の
五
月
二
一
日
カ
ル
タ
ー
ゴ
ー
で
掲
示
す
。

（
１
）		concilium

 provinciae A
fricae. 

州
会
議
に
つ
い
て
は
、
法
文
○77

註（
２
）に
お
け
るconcilia provinciarum

に
関
す
る
説
明
を
参
照
。

な
お
、
ア
ー
フ
リ
カ
州
会
議
は
、
法
文
○269
の
受
取
り
手
で
も
あ
る
。

（
２
）		sacerdotales et flam

ines perpetui. 

ア
ー
フ
リ
カ
に
お
け
る
祭

司sacerdos

と
神
官flam

en

に
つ
い
て
は
、法
文
○325
註（
２
）を
参
照
。

な
お
、
本
法
文
で
はsacerdotales

と
い
う
形
容
詞
が
名
詞
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
現
職
のsacerdos

だ
け
で
な
く
、
そ
の
経
験

者
も
含
む
も
の
と
解
釈
し
た
。

（
３
）		duum

virales. 

ア
ー
フ
リ
カ
に
お
け
る
二
人
官duum

vir

に
つ
い

て
は
、
法
文
○325 

註
（
２
）、
法
文
○238
も
参
照
。

○336  

第
一
三
巻
第
四
章
第
二
法
文

　

同
（
＝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が（

１
）道

長
官
マ
ー
ク
シ
ム

ス（
２
）に

〈
宣
示
す
〉。

　

各
都
市
に
滞
在
し
て
い
る
、
後
掲
の
一
覧
に
収
録
さ
れ
て
い
る
技

術
の
職
人
た
ち（

３
）が

す
べ
て
の
負ム

ネ
ラ担

か
ら
免
除
さ
れ
る
よ
う
我
等
は
命

ず
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
由
な
時
間
が
そ
れ
ら
の
技
術
習
得
に
向
け
ら

れ
る
べ
き
な
の
だ
か
ら
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
職
人
た
ち
は
自
ら
を

さ
ら
に
熟
達
さ
せ
、
自
ら
の
子
息
た
ち
に
〈
技
術
を
〉
教
え
る
こ
と

を
一
層
望
む
で
あ
ろ
う
。

　

フ
ェ
ー
リ
ー
キ
ア
ー
ヌ
ス
と
テ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル

の
年
の
八
月
二
日
に
付
与
す
。

　

技
師architecti

、
格
間
職
人laquearii

、
左
官albarii

、
大

工tignarii

、
医
師m

edici

、
石
工lapidarii

、
銀
細
工
師

argentarii

、
建
築
師structores

、
獣
医m

ulom
edici

、
石

切
工quadratarii

、
金
刺
繍
細
工
師barbaricarii

、
床
職
人

scansore （
４
）

s

、
絵
師pictores

、
彫
師sculptores

、
真
珠
細
工
師

diatretar （
５
）

ii

、
指
物
師intestinarii

、
彫
像
職
人statuarii

、
モ

ザ
イ
ク
職
人m

usivarii

、
銅
細
工
師aerarii

、
鍛
冶
師ferrarii

、

大
理
石
工m

arm
orarii

、
鍍
金
職
人deauratores

、
鋳
物
師
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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

六
〇

fusores

、
紫
染
色
工blattiarii

、
舗
石
職
人tessellarii

、
金
細

工
師aurifices

、
鏡
職
人specularii

、
車
駕
大
工carpentarii

、

水
測
量
士aquae 

libratores

、
ガ
ラ
ス
職
人vitriarii

、
象
牙
細

工
師eburarii
、
縮
絨
工fullones

、
焼
物
師figuli

、
鉛
細
工
師

plum
barii

、
毛
皮
職
人pelliones

。

（
１
）		

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
死
去
し
た
の
は
三
三
七
年
五
月

二
二
日
な
の
で
、
八
月
二
日
に
付
与
さ
れ
、
死
亡
し
た
皇
帝
を
発
布

人
と
す
る
本
法
文
は
一
見
す
る
と
問
題
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し

か
し
、M

om
m

sen, 
ad 

h. 
l.

は
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の

死
後
も
後
継
帝
が
宣
言
さ
れ
る
ま
で
（
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス

を
継
い
だ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
二
世
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ウ
ス
二
世
、
コ
ー
ン
ス
タ
ー
ン
ス
が
正
帝
と
し
て
宣
言
さ
れ
た
の
は

三
三
七
年
九
月
九
日
）
は
彼
の
死
が
秘
さ
れ
、司
法
・
行
政
措
置
も
コ
ー

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
し
て
出
さ
れ
た

と
い
う
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
『
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
生
涯
』
第

四
巻
第
六
七
章
の
記
述
を
重
視
す
る
。
そ
の
た
め
、
本
法
文
も
そ
の

よ
う
な
事
例
に
該
当
す
る
の
で
あ
り
、inscriptio

、subscriptio
と

も
に
問
題
は
な
か
ろ
う
と
す
る
。

（
２
）		M

axim
us. 

三
二
七
～
三
二
八
年
（
法
文
○251
、
○259
、
○265
、
○266
）、

三
三
二
～
三
三
三
年
（
法
文
○308
）、
三
三
七
年
（
本
法
文
）
の
三
度
、

道
長
官
を
務
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、PLRE. 

i, 
pp. 

590f. 

（V
alerius M

axim
us 49

） 

は
、
本
法
文
の
時
期
に
マ
ー
ク
シ
ム
ス

が
副
帝
ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
の
道
長
官
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

（
３
）		

同
じ
勅
法
を
収
録
す
る
『
勅
法
彙
纂
』
第
一
〇
巻
第
六
六
章
第
一

法
文
で
は
次
の
よ
う
な
形
で
技
術
者
た
ち
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
写
本
間
で
の
異
読
は
多
い
。

　
　
　
「
そ
し
て
、
一
覧
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
技
師architecti

、

医
師m

edici

、
獣
医m

ulom
edici

、
絵
師pictores

、
彫
像
職
人

statuarii

、
大
理
石
工m

arm
orarii

、
ベ
ッ
ド
職
人lectarii

あ
る

い
は
ラ
ッ
カ
ー
リ
ウ
スlaccarius

、
錠
前
師clavicarii

、
四
頭
立
て

戦
車
職
人quadrigarii

、
石
切
工quadratarii

す
な
わ
ち
ギ
リ
シ

ア
語
で
言
う
と
こ
ろ
の
リ
ト
テ
ー
ク
タ
イ
、
建
築
師structores

す

な
わ
ち
建
物
の
職
人aedificatores

、
木
彫
り
細
工
師sculptores 

ligni

、
モ
ザ
イ
ク
職
人m

usarii

、
鍍
金
職
人deauratores

、
漆
喰

職
人albini

す
な
わ
ち
ギ
リ
シ
ア
人
が
言
う
と
こ
ろ
の
コ
ニ
ア
ー
タ

イ
、
銀
細
工
師argentarii

、
金
刺
繍
細
工
師barbaricarii

、
真
珠

細
工
師diatretarii

、
銅
細
工
師aerarii

、
鋳
物
師fusores

、
彫

刻
家signarii

、
ズ
ボ
ン
職
人fabri 

bracarii

、
水
測
量
士aquae 

libratores

、
焼
物
師figuli

す
な
わ
ち
ギ
リ
シ
ア
語
で
ケ
ラ
メ

イ
ス
と
言
わ
れ
る
者
た
ち
、
金
細
工
師aurifices

、
ガ
ラ
ス
職
人

vitrearii

、
鉛
細
工
師plum

arii

、
鏡
職
人specularii

、
象
牙
細
工

師eborarii

、
毛
皮
職
人pelliones

、
縮
絨
工fullones

、
車
駕
大
工

carpentarii

、
彫
師sculptores

、
左
官dealbatores

、
宝
石
加
工

職
人clusores

（
註
：P. K

rüger

は
造
幣
工cusores

の
読
み
を
取

る
）、
亜
麻
布
職
人linarii

、
大
工tignarii

、
金
箔
職
人blattearii

す
な
わ
ち
ペ
タ
ル
ー
ル
ゴ
イ
。」
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テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典 （Codex T

heodosianus

） （
二
一
）（
後
藤
）

六
一

（
４
）		scansores. 

写
本
上
で
はscasores

と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
語
義

が
不
明
で
あ
る
。Gothofredus, 

ad 
h. 

l.

は
『
語
彙
集Glossae

』

に
あ
る“scansor, 

καταστρώ
της”

と
い
う
項
目
を
指
摘
し
た
上
で
、

お
そ
ら
く
ギ
リ
シ
ア
語καταστρώ

της

か
ら
の
推
測
で
あ
ろ
う
が
、

scansores
が
床
の
舗
装
に
関
わ
る
職
人
と
考
え
る
。
そ
し
て
、「
舗

装
す
る
」「（
床
石
を
）
敷
く
」
と
い
う
意
味
の
動
詞sterno

か
ら
で

き
たstratores
と
い
う
ラ
テ
ン
語
を
読
む
べ
き
か
も
し
れ
な
い
と
疑

問
符
付
き
で
提
案
し
て
い
る
。
ま
たGothofredus

はscansor

と

い
う
読
み
を
採
用
し
た
上
で
、
こ
の
語
をscando

「
昇
る
」
と
関
連

さ
せ
、
昇
降
用
の
階
段scalaria
に
関
わ
る
職
人
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
推
測
も
併
せ
て
提
示
し
て
い
る
。

　
　
　

M
om

m
sen, ad h. l.

は
、
こ
の
箇
所
でGothofredus

に
特
別
な

言
及
は
し
て
い
な
い
が
、
彼
と
同
じ
く
『
語
彙
集
』
を
参
照
さ
せ
な

が
ら
、scansor

の
読
み
を
採
用
し
て
お
り
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
上

記Gothofredus

の
考
察
を
参
考
に
、『
語
彙
集
』
の
ギ
リ
シ
ア
語
を

重
ん
じ
て
「
床
職
人
」
と
し
た
。

（
５
）		diatretarii. Ch. T
. Lew

is &
 Ch. Short, A Latin D

ictionary: 

founded on Andrew
s’ edition of Freund’s Latin dictionary 

（O
xford, 

1879

）, s. 
v. 

［diatretarius

］; 
K

. 
E. 

Georges, 
Ausführliches lateinisch-deutsches H

andw
örterbuch 

（8. 
A

ufl., 
H

annover, 1913

）, s. v. ［diatretarius

］
は
い
ず
れ
も
、
ギ
リ
シ
ア

語
の
「
突
き
通
さ
れ
たδιάτρητος

」
と
い
う
語
に
由
来
す
る
職
人
名

と
考
え
、「
透
か
し
彫
り
細
工
の
職
人
」、「
線
条
細
工
師
」
と
い
う
解

釈
を
提
示
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、Gothofredus, ad h. l.

は
、
こ
の

職
人
リ
ス
ト
を
ギ
リ
シ
ア
語
で
伝
え
る
『
勅
法
彙
纂
』
の
B
写
本
に

τιτρῶ
ντες τοὺς μαργαρίτας

と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
珠

に
穴
を
開
け
て
加
工
す
る
職
人
と
す
る
。
翻
訳
はGothofredus

の

解
釈
に
従
っ
た
。

発
布
年
不
詳

○337  

第
一
巻
第
二
七
章
第
一
法
文

　

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
〈
宣
示
す
〉。

　

裁
判
官
は
こ
の
先
、
自
ら
の
責
務
に
従
っ
て
以
下
の
こ
と
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
も
し
司
教
の
法
廷
に
訴
え
が
持

ち
込
ま
れ
る
な
ら
ば
、〈
裁
判
官
の
〉
沈
黙
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
ま
た
、
も
し
何
ぴ
と
か
が
事
案
を
キ
リ
ス
ト
教
の
法
に
移
し

て
そ
の
裁
き
に
従
う
こ
と
を
欲
し
た
な
ら
ば
、
た
と
え
訴
訟
が
裁
判

官
の
も
と
で
開
始
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
者
〈
の
要
求
〉
は

聞
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
、
彼
ら
（
＝
司
教
た
ち
）
に
よ
り
裁

か
れ
た
こ
と
は（

１
）、

何
で
あ
れ
す
べ
て
神
聖
と
見
な
さ
れ
る
べ
し
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
訴
訟
当
事
者
の
一
方
〈
の
み
〉

が
上
述
の
聴
聞
の
場
（
＝
司
教
の
法
廷
）
に
赴
き
、
そ
こ
で
の
裁
定
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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

六
二

を
報
告
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
何
と

な
れ
ば
、
裁
判
官
は
現
前
の
訴
訟
に
関
し
て
全
き
裁
判
権
を
有
す
る

べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
す
べ
て
が
報
告
さ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
た
の

ち
に
〈
自
ら
が
〉
判
決
を
申
し
渡
す
べ
き
で
あ
る
か
ら（

２
）。

　

正
帝
…
…
と
副
帝
ク
リ
ー
ス
プ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
六
月

二
三
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す（

３
）。

（
１
）		ab his fuerit iudicatum

. 

こ
の
箇
所
に
先
立
つ
文
中
に
は
「
司

教
の
法
廷 

episcopale 
iudicium

」、「
キ
リ
ス
ト
教
の
法lex 

Christiana

」
が
あ
る
の
み
で
、
こ
の
箇
所
のhis

に
対
応
す
る
複
数

形
の
名
詞
は
な
い
が
、
意
味
を
取
っ
て
「
彼
ら
（
＝
司
教
た
ち
）」
と

し
た
。

（
２
）		ita tam

en, ne usurpetur in eo, ut unus ex litigantibus 
pergat ad supra dictum

 auditorium
 et arbitrium

 suum
 

enuntiet. Iudex enim
 praesentis causae integre habere 

debet arbitrium
, ut om

nibus accepto latis pronuntiet.　

『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
』
の
第
一
～
五
巻
に
つ
い
て
は
極
め
て
不
完

全
な
二
写
本
が
あ
る
の
み
で
、
他
の
法
史
料
か
ら
復
元
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
部
分
が
大
き
い
。
本
法
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
第
一

巻
第
二
七
章
に
つ
い
て
は
、M

om
m

sen

は
『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集 

C
onstitutiones Sirm

ondianae

』
の
後
に
収
録
さ
れ
て
い
て
「『
テ
オ

ド
シ
ウ
ス
法
典
』
二
七
章 D

e eposcopali definitione

か
ら
の
法
」

と
い
う
前
書
き
を
持
つ
二
法
文
を
、K

rüger

は
そ
れ
ら
に
『
勅
法

彙
纂
』
第
一
巻
第
四
章
第
七
法
文
を
加
え
た
三
法
文
を
、
復
元
し
て

い
る
（cf. John F. M

atthew
s, Laying D

ow
n the Law

: A Study of 

the Theodosian C
ode 

［N
ew

 H
aven &

 London 2000

］, pp. 94f. 
et 

124

）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
法
文
後
半
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は

欠
落
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
含
め
、
本
法
文

に
つ
い
て
は
長
い
研
究
史
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
存
す
る
限
り
で
は

本
法
文
が
「
司
教
の
法
廷 episcopale iudicium

」
に
言
及
す
る
最

初
の
勅
法
だ
か
ら
で
あ
る
。

	

　

一
方
に
は
、
本
法
文
が
惹
起
し
た
問
題
に
関
す
る
請
訓
へ
の
回
答

と
思
わ
れ
る
『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集
』
第
一
法
文
（
三
三
三
年
五
月
五

日
、
道
長
官A

blabius

宛
）
や
五
世
紀
半
ば
の
教
会
史
家
ソ
ー
ゾ

メ
ノ
ス
の
著
述
（H

istoria Ecclesiastica, I, 9

）
等
も
考
え
合
わ
せ
、

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
は
司
教
に
民
事
裁
判
権
を
与
え
た
と
す

る
見
解
が
あ
る
。
た
と
え
ば
弓
削
達
は
、
同
帝
は
「
宗
教
以
外
の
俗

事
に
か
ん
し
て
も
、
民
事
裁
判
権
を
司
教
に
与
え
た
」、「
原
・
被
告

い
ず
れ
の
側
も
先
方
の
意
思
に
反
し
て
、
民
事
訴
訟
を
司
教
の
前
に

提
起
す
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
か
り
に
訴
訟
手
続
き
が
総
督
の
前
で

始
め
ら
れ
て
い
て
も
司
教
法
廷
（episcopale iudicium

, audientia 
episcopalis

）
に
こ
れ
を
移
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ
る
（「
後

期
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
都
市
の
構
造
的
変
質
」、『
古
代
史
講
座
10 

世
界
帝
国
の
諸
問
題
』［
學
生
社
、
一
九
六
四
年
］、
三
一
四
～

三
一
五
頁
）。Jones, LRE, p. 480

は
、「
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ

ス
は
司
教
に
裁
判
権
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
も
う
一
つ
の
地
方
法
廷

を
創
出
し
た
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
本
法
文
は
「
た
と
え
訴
訟
が

03テオドシウス78.indd   62 12/10/25   14:41

Hosei University Repository



テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典 （Codex T

heodosianus

） （
二
一
）（
後
藤
）

六
三

通
常
法
廷
で
開
始
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で

の
ど
の
時
点
に
お
い
て
も
当
該
訴
訟
を
司
教
の
も
と
に
移
す
こ
と
が

で
き
、
司
教
の
決
定
は
最
終
的
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
、
民
政
当
局

に
よ
り
遂
行
さ
れ
る
べ
き
」
こ
と
を
規
定
し
、
さ
ら
に
「
司
教
は
両

当
事
者
の
言
い
分
を
聞
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
定
め
た
が
、
司

教
法
廷
へ
の
移
管
が
両
当
事
者
の
合
意
を
必
要
と
す
る
の
か
に
つ
い

て
は
明
記
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
三
三
三
年
に
道
長
官
ア
ブ
ラ
ー
ビ

ウ
ス
が
こ
の
点
を
問
い
、「
一
方
の
当
事
者
が
他
方
の
意
思
に
反
し

て
司
教
裁
判
を
求
め
た
と
き
で
さ
え
、
司
教
は
そ
の
案
件
を
裁
く

べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
上
訴
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
「
驚

く
べ
き
回
答
」
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。T

. 
D

. 
Barnes, 

C
onstantine and Eusebius 

（Cam
bridge, 

M
ass. 

&
 

London 
1981

）, p. 51

は
、
現
存
は
し
な
い
も
の
の
本
法
文
と
『
シ
ル
モ
ン
勅

法
集
』
第
一
法
文
か
ら
そ
の
存
在
が
推
測
で
き
る
勅
法
（
こ
の
「
勅

法
」
の
存
在
を
推
定
す
る
研
究
者
は
多
い
）
で
、「
コ
ー
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
他
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
民
事
訴
訟
に
な
っ
て
い
る

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
ど
の
段
階
で
も
、
ま
た
相
手
方
の
同
意
が
な
い

場
合
で
す
ら
、
そ
の
訴
訟
を
世
俗
の
行
政
官
の
法
廷
か
ら
司
教
の
裁

定
に
移
せ
る
と
い
う
こ
と
を
立
法
化
し
た
（
と
思
わ
れ
る
）」
と
述
べ
、

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
は
司
教
の
裁
判
権
に
明
確
な
限
界
を
設

け
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
規
則
は
訴
訟
当
事
者
の
双

方
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
、
と
す
る
。
そ
し
て
本
法
文
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
主
た
る
目

的
は
、
世
俗
の
裁
判
官
が
、
司
教
の
裁
定
に
つ
い
て
の
一
方
の
当
事

者
に
よ
る
偏
っ
た
報
告
や
不
正
確
な
報
告
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
考

え
る
。
近
年
で
は
、John C. Lam

oreaux, “Episcopal Courts in 
Late A

ntiquity,” Journal of Early C
hristian Studies, 3: 4

（1995

）, 
pp. 146-148 

が
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
司
教
に
民
事
裁

判
権
を
付
与
し
た
と
い
う
立
場
で
、
本
法
文
と
『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集
』

第
一
法
文
（
お
よ
び
両
者
の
間
に
出
さ
れ
た
現
存
し
な
い
勅
法
）
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

	

　

他
方
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
司
教
に
認
め
た
の
は
厳

密
に
言
え
ば
仲
裁
裁
判
権
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
も
、
長
く
主
張
さ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
Ｆ
．
テ
ィ
ン
ネ
フ
ェ
ル
ト
は
、「
エ
ピ
ス
コ

パ
ー
リ
ス=

ア
ウ
デ
ィ
エ
ン
テ
ィ
ア
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
次
の

三
点
が
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。（
一
）
そ
れ
は
、
自
発
的
に
依
頼

す
る
こ
と
が
で
き
る
仲
裁
裁
判
権
で
あ
る
こ
と
、（
二
）
そ
れ
は
決
し

て
正
規
の
裁
判
権
の
代
用
と
な
ろ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、

（
三
）
そ
れ
は
、
国
家
の
裁
判
権
と
並
ん
で
、
道
徳
的
・
宗
教
的
に
根

拠
づ
け
ら
れ
た
調
整
器
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
、
で
あ
る
」
と
言
う

（『
初
期
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
』［
弓
削
達
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
］、

三
一
一
頁
）。

	

　

こ
の
よ
う
な
研
究
史
の
伝
統
に
対
し
、Jill H

arries, The Law
 and 

Em
pire in Late Antiquity 

（Cam
bridge 1999

）
は
、epscopalis 

audientia

を
取
り
上
げ
た
第
10
章 

（pp. 191-211

）
で
、
キ
リ
ス
ト

教
に
関
わ
る
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
立
法
す
べ
て
に
特
別
の

重
要
性
を
認
め
よ
う
と
す
る
傾
向
を
戒
め
る
。
そ
し
て
、episcopalis 
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audientia

に
関
す
る
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
法
は
、
司
教
の

裁
決
か
ら
の
上
訴
を
認
め
な
い
点
で
司
教
に
世
俗
裁
判
官
に
勝
る
権

限
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
司
教
は
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体

内
で
、
ロ
ー
マ
法
に
則
っ
て
裁
こ
う
と
す
る
点
で
世
俗
裁
判
官
に
似

た
裁
判
官
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
長
く
仲
裁
者
・
調
停
者
の
機
能

も
果
た
し
て
き
た
点
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
現
実
に

疎
か
っ
た
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
立
法
は
、
四
世
紀
前
半
の

キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
内
で
司
教
裁
判
が
日
常
的
に
果
た
し
て
い
た
機

能
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
限
定
的
な
影
響
力
し
か
持
た
な

か
っ
た
と
す
る（p. 191

）。
彼
女
は
、本
法
文
の
後
半
に
つ
い
て
は「
司

教
の
裁
決
は
拘
束
力
を
持
つ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、（
見
る
と
こ
ろ
）

い
ず
れ
か
の
当
事
者
が
一
方
的
に
許
可
を
受
け
な
い
ま
ま
司
教
の
も

と
に
行
っ
た
り
、
世
俗
の
裁
判
官
が
主
宰
す
る
訴
訟
手
続
き
を
妨
害

し
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
趣
旨
だ
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
本
法
文
の
起
草
者
が
司
教
裁
判
と
世
俗
裁
判
の
両
方
を
指

し
てiudicium

、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
定
を
指
し
てarbitrium
と
言
い
、

こ
れ
ら
二
つ
の
語
を
互
換
可
能
な
も
の
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
法
体
系
の
枠
内
の
法
廷
裁
判iudicium

と
、
よ
り
非
公
式

な
仲
裁arbitration

の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
こ

の
曖
昧
さ
が
ソ
ー
ゾ
メ
ノ
ス
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
繰
り
返
さ
れ

て
き
た
と
指
摘
す
る
（pp.  195f.

）。
彼
女
は
、コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー

ヌ
ス
が
司
教
裁
判
を
世
俗
の
裁
判
と
融
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
可
能
性

は
否
定
し
な
い
。
た
だ
し
、
帝
国
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の
早
期
に
お
け

る
そ
の
よ
う
な
試
み
は
多
く
の
問
題
を
惹
起
し
た
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、

『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集
』
第
一
法
文
の
規
定
を
ロ
ー
マ
法
に
照
ら
し
た
際

の
多
く
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
こ

れ
ら
の
法
は
「
無
視
さ
れ
た
」
と
結
論
づ
け
る
（p. 199

）。
そ
し
て
、

四
世
紀
末
ま
で
に
は
司
教
裁
判
は
「
仲
裁
裁
判
」
に
収
斂
さ
れ
て
い

く
と
考
え
る
。

	

　

こ
れ
に
対
し
、O

livier H
uck, ‘La 

《création

》de l’audientia 
episcopalis par Constantin’, in: Em

pire chrétien et église au IV
e 

et V
e siècles （Paris 2008

）, pp. 295-315

は
、コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー

ヌ
ス
の
措
置
は
古
代
末
期
に
お
け
る
司
教
の
社
会
的
影
響
力
の
形
成

過
程
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
主
張
し
、

本
法
文
と
『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集
』
第
一
法
文
を
仔
細
に
検
討
す
る
。

そ
し
て
、
三
一
八
年
に
本
法
文
が
発
布
さ
れ
た
経
緯
を
以
下
の
よ
う

に
推
測
す
る
。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
キ
リ
ス
ト
教
優
遇

政
策
の
噂
が
広
が
り
始
め
、
従
来
は
異
教
徒
の
裁
判
官
、
仲
裁
人
あ

る
い
は
調
停
人
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
々
（
少
な
く
と
も
最

初
の
う
ち
は
主
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
）
が
、
自
分
た
ち
の
紛
争
事
案
を

司
教
の
も
と
に
持
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
両
当
事
者
の

仲
裁
契
約com

prom
issum

に
よ
り
仲
裁
人
の
決
定
が
拘
束
力
を
持

つ
ロ
ー
マ
法
の
仲
裁
手
続
き
と
比
べ
、
司
教
の
決
定
に
は
、
両
当
事

者
が
司
教
に
認
め
る
カ
リ
ス
マ
的
権
威
以
外
、
そ
の
実
効
性
を
保
証

す
る
も
の
が
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
当
事
者
の
一

部
は
、
世
俗
の
裁
判
官
の
も
と
で
訴
訟
手
続
き
を
開
始
し
て
か
ら
、

訴
訟
が
未
決
の
間
に
司
教
の
も
と
に
赴
き
、
司
教
か
ら
当
該
事
案
に

関
す
る
仲
裁
裁
決
を
得
た
。
そ
の
の
ち
、
元
の
法
廷
に
戻
っ
て
き
て
、
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heodosianus
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二
一
）（
後
藤
）

六
五

世
俗
の
裁
判
官
の
判
決
の
中
に
司
教
に
よ
る
裁
決
内
容
を
そ
の
ま
ま

取
り
入
れ
る
よ
う
求
め
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ど
う
行
動
す
べ
き

か
、
と
い
う
請
訓
に
対
す
る
回
答
が
本
法
文
で
あ
っ
た
。
民
事
訴
訟

の
裁
判
官
は
訴
訟
当
事
者
た
ち
が
既
に
開
始
さ
れ
た
訴
訟
手
続
き
を

司
教
の
も
と
に
移
す
こ
と
を
妨
げ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
彼
ら
が
自

分
の
も
と
に
戻
っ
て
き
て
、
自
分
が
下
す
最
終
判
決
に
司
教
の
決
定

を
取
り
込
む
よ
う
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
民
事
裁
判
官
は
、
い
ず
れ
か
の
当
事
者
が
相
手
方
の
同

意
な
し
に
一
方
的
に
司
教
の
も
と
に
赴
き
、
自
分
に
都
合
の
よ
い
見

解
を
司
教
か
ら
獲
得
し
、
不
正
に
得
た
司
教
の
裁
決
を
最
終
判
決
に

取
り
入
れ
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
い
っ
た
た
ぐ
い
の
策
略
に
騙
さ
れ
な

い
よ
う
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
法
文
の
趣
旨
を
こ
の
よ

う
に
解
釈
す
るH

uck

は
、
一
方
の
当
事
者
の
み
が
好
意
的
な
仲
裁

裁
決
を
得
る
た
め
に
司
教
の
も
と
に
行
く
こ
と
（
そ
し
て
、
そ
の
裁

決
を
民
事
裁
判
官
に
報
告
す
る
こ
と
）
をusurpation
と
言
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
本
法
文
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
司
教
の
聴
聞
は
「
合

意
し
て
い
る
者
た
ち
の
間inter volentes

」
の
も
の
、
つ
ま
り
「
仲

裁
裁
判
」
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
（pp. 297-301

）。
し
か
し
こ
れ
は
、

三
三
三
年
の
『
シ
ル
モ
ン
勅
法
集
』
第
一
法
文
ま
で
の
間
に
出
さ
れ

た
現
存
し
な
い
勅
法
に
よ
り
、
双
方
の
当
事
者
の
合
意
を
必
要
と
し

な
い
（inter 

nolentes

）
真
正
の
裁
判
権
に
変
わ
る
と
い
う
の
が
、

H
uck

の
考
え
で
あ
る
。

	

　

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
長
い
研
究
史
の
伝
統
に
対
し
、Caroline 

H
um

fress, O
rthodoxy and the C

ourts in Late Antiquity 

（O
xford 

2007

）, pp. 156-166

がepiscopalis audientia

に
関
す
る
勅
法
を

分
析
す
る
際
に
繰
り
返
し
て
い
る
指
摘
、
す
な
わ
ち
、
個
々
の
勅
法

は
個
別
具
体
的
な
状
況
・
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
本
法
典
や
『
勅
法
彙
纂
』
に
抄
録
さ
れ
て
い
る
勅
法

か
ら
の
「
一
般
化
」
は
危
険
、と
い
う
趣
旨
の
指
摘
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

H
um

fress

は
本
法
文
も
ま
た
、
司
教
裁
判
権
の
性
質
を
定
義
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ロ
ー
マ
法
の
も
と
に
お
け
る
個
別

具
体
的
な「
手
続
き
」問
題
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
強
調
す
る
。

そ
し
て
、
本
法
文
の
趣
旨
は
、（
一
）
行
政
官
の
も
と
で
訴
訟
手
続
き

を
始
め
た
一
部
の
訴
訟
当
事
者
が
、
の
ち
に
そ
の
案
件
を
司
教
の
「
法

廷
」
に
移
す
こ
と
を
決
め
た
場
合
、
そ
の
行
政
官
は
訴
訟
手
続
き
を

停
止
し
、
そ
の
事
案
のChristiana lex

へ
の
移
送
を
許
可
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
訴
訟
当
事
者
の
側
も
、
か
か
る
手
続
き
を
踏
む
こ
と

な
し
に
司
教
の
も
と
に
移
っ
て
は
な
ら
な
い
）、（
二
）
司
教
に
よ
り

ひ
と
た
び
裁
決
が
下
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
神
聖
な
も
の
と
し
て

扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
訴
訟
当
事
者
は
な
お
も
、
元
の
行

政
官
の
法
廷
に
戻
り
、
自
分
が
司
教
か
ら
得
た
決
定
を
開
示
す
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
司
教
の
決
定
は
、
そ
の
訴
訟
の

そ
も
そ
も
の
提
起
先
で
あ
る
行
政
官
に
よ
っ
て
正
式
に
宣
告
さ
れ
る
、

と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
る
（pp. 156-158

）。
こ
の
よ
う
に
本
勅
法
が

発
布
さ
れ
た
経
緯
や
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
はH

um
fress

もH
uck

に

近
い
考
え
で
あ
る
が
、
本
勅
法
は
司
教
に
民
事
裁
判
権
を
授
与
す
る

も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
司
教
の
裁
決
を
「
仲
裁
」
の
そ
れ
に
限
定
す

る
も
の
で
も
な
か
っ
た
と
す
る
点
で
、H

uck

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
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い
る
。

　
	

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
法
文
の
後
半
を
「
た
だ
し
そ
れ
は
、
…
」
の

よ
う
に
訳
出
し
た
の
は
、
こ
の
二
人
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で

あ
る
。

（
３
）		D

A
T

A
 V

IIII K
A

L. IV
LIA

S CO
N

ST
A

N
T

IN
O

PO
LI

…
…

A
. ET

 CRISPO
 CA

ES. CO
N

SS.  

ク
リ
ー
ス
プ
ス
は
三
一
八
年
と

三
二
一
年
に
コ
ー
ン
ス
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、M

om
m

sen, ad h. l. 

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
副
帝
ク
リ
ー
ス
プ
ス
が
次
位
の
位
置
で
コ
ー

ン
ス
ル
年
に
登
場
す
る
の
は
、
五
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
で
あ
っ
た
正

帝
リ
キ
ニ
ウ
ス
と
共
に
コ
ー
ン
ス
ル
と
な
っ
た
、
三
一
八
年
の
み
で

あ
る
。
一
方
、
ビ
ュ
ー
ザ
ン
テ
ィ
ウ
ム
が
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ

ポ
リ
ス
と
改
名
さ
れ
る
の
は
三
三
○
年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

のsubscriptio

の
コ
ー
ン
ス
ル
年
と
付
与
地
は
矛
盾
し
て
い
る
。
こ

れ
に
関
し
、Seeck, 

Regesten, 
p. 57

は
、
欠
け
て
い
る
正
帝
名
の

部
分
は
お
そ
ら
くipso 

A
.

（
正
帝
自
身
と
）
と
の
み
記
さ
れ
て
い

た
の
だ
が
、
後
に
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
名
が
付
加
さ
れ
て

Constantinoipso A
. 

と
な
り
、
そ
れ
がConstantinopoli A

.
と
誤

写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
本
法
文
は
三
一
八
年
六
月
に
付

与
さ
れ
た
と
考
え
る
（p. 166

）。
以
来
、
大
方
の
研
究
者
が
三
一
八

年
を
本
法
文
の
発
布
年
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。cf. Jill H

arries, 
op. cit., p. 195, n. 18 

（
た
だ
し
、「
三
二
六
年
の
ク
リ
ー
ス
プ
ス
の

処
刑
以
前
で
、
お
そ
ら
くperhaps

三
一
八
年
」
と
し
て
い
る
）; 
Caroline H

um
fress, loc. cit.; O

livier H
uck, op. cit., p. 297. 

	

　

そ
の
中
でFergus 

M
illar

は
、
本
法
文
のsubscriptio

に
関
し

て
唯
一
可
能
な
復
元
は
三
一
八
年
六
月
を
示
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、

Byzantium

が
後
にConstantinopolis

に
代
え
ら
れ
る
こ
と
が
時
々

あ
り
、
三
一
八
年
六
月
に
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
ア
ク
ィ

レ
ー
イ
ア
に
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
本
法
文
の
発
布
者
が
リ
キ
ニ

ウ
ス
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
た 

（The Em
peror in the Rom

an 

W
orld  

［London 1977

］, p. 591, n. 7.

）。T
. D

. Barnes

（loc. cit., 
n. 80 

［p. 312

］） 

も
、
伝
え
ら
れ
て
い
るsubscriptio

は
本
法
文
が

三
一
八
年
に
リ
キ
ニ
ウ
ス
に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て

い
る
と
す
る
が
、
た
だ
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
リ
キ
ニ
ウ
ス

は
お
そ
ら
く
、
そ
れ
以
前
の
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
に
よ
る
立

法
を
繰
り
返
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
る
。

	

　

こ
れ
に
対
し
、Sim

on Corcoran, The Em
pire of the Tetrarchs: 

Im
perial Pronouncem

ents and G
overnm

ent AD
 284-324 

（O
xford 

1996

）, pp. 
284-286. 

（Idem
, 
‘H

idden 
from

 
H

istory: 
T

he 
Legislation of Licinius’, in: H

arries and W
ood 

（eds.

）, The 
Theodosian C

ode 

［London 1993

］, pp. 111-113

の
本
法
文
に
関

す
る
記
述
を
微
修
正
し
て
再
録
） 

は
、
発
布
者
が
リ
キ
ニ
ウ
ス
で
あ
っ

た
可
能
性
を
仔
細
に
検
討
し
た
上
で
、
本
法
文
を
リ
キ
ニ
ウ
ス
に
帰

す
必
要
は
な
い
と
結
論
づ
け
、
三
一
八
年
六
月
に
発
布
さ
れ
た
本

法
文
の
付
与
地
がConstantinopolis

と
な
っ
た
経
緯
に
関
し
て
は

Seeck

の
推
論
の
方
が
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。
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テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典 （Codex T

heodosianus

） （
二
一
）（
後
藤
）

六
七

○338  
第
二
巻
第
五
章
第
一
法
文

　

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
〈
…
…
に
宣
示
す（

１
）〉。

　

原
告
は
、
共
同
保
有
者（

２
）の

う
ち
〈
自
ら
が
〉
望
ん
だ
者
を
訴
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
〈
自
ら
が
〉
望
む
者
を
、
自
ら
の
意
思
に
し

た
が
っ
て〈
訴
え
か
ら
〉除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、

訴
え
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
が
、
判
決
と
し
て
下
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

こ
と
に
つ
い
て
何
ら
不
利
益（

３
）を

蒙
る
こ
と
な
く
、
望
ん
だ
と
き
に
は

自
ら
の
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
条
件
に
お
い
て
で

あ
る
。

（
１
）		

法
文
○337
註
（
２
）
で
も
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
テ
オ
ド
シ
ウ

ス
法
典
』
第
一
巻
～
第
五
巻
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
史
料
か
ら
の
復

元
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
が
多
い
。
本
法
文
に
つ
い
て
も
、

M
om

m
sen, ad h. l. 

に
よ
れ
ば
、
五
〇
〇
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
ブ

ル
グ
ン
ド
の
ロ
ー
マ
法
典 

Lex Rom
ana Burgundionum

』
第
四
七

章
を
も
と
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
も
と
に
な
っ
た
法
史
料
に

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
名
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本

法
文
の
付
与
者
が
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、
本
法
文
の
次
に
採
録
さ
れ
て
い
る
本
法
典
第
二
巻
第
五
章
第
二

法
文
に
基
づ
く
と
さ
れ
て
い
る
。
同
法
文
の
付
与
者
は
ユ
ー
リ
ア
ー

ヌ
ス
帝
だ
が
、
同
法
文
に
「
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
勅
法

constitutio 
Constantini

」
が
言
及
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

（
２
）		consors. 「
共
同
保
有
者
」
に
つ
い
て
は
、法
文
○27
註
（
３
）
を
参
照
。

（
３
）		praeiudicium

. 「
不
利
益
」
と
訳
し
たpraeiudicium

は
、「
予
備

訴
訟
」
あ
る
い
は
「
確
認
訴
訟
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
訴

訟
に
先
立
っ
て
、
事
実
確
認
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
予
備
的
な
訴
訟

の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
人
物
が
、
そ
の
保
護
者
、
あ
る
い

は
家
長
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
に
対
し
て
労
務
を
提
供
し
た
り
、
扶

養
を
為
す
義
務
を
有
し
た
り
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
そ

の
人
物
が
相
手
方
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
か
否
か
、
あ

る
い
は
生
来
自
由
人
で
あ
る
か
否
か
を
、
本
訴
訟
に
先
立
っ
て
確
定

す
る
よ
う
な
訴
訟
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
古
典
期
に
は
「
予
備
訴
訟
」

に
つ
い
て
一
般
的
な
概
念
が
作
ら
れ
る
に
は
至
ら
ず
、
法
務
官
が
個

別
に
承
認
す
る
こ
と
で
発
達
し
た
が
、
法
務
官
は
「
予
備
訴
訟
」
の

判
決
を
本
訴
訟
で
も
尊
重
す
る
よ
う
各
種
の
方
法
で
強
制
し
た
。
そ

の
結
果
、「
予
備
訴
訟
」
が
本
訴
訟
に
お
い
て
訴
訟
当
事
者
に
不
利

益
や
損
害
を
も
た
ら
す
事
態
が
生
じ
、praeiudicium

と
い
う
言
葉

が
「
不
利
益
」
や
「
損
害
」
と
い
う
意
味
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

cf. 

船
田
享
二
『
ロ
ー
マ
法
』、
第
五
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二

年
）、
二
一
五
～
二
二
二
頁; 

原
田
慶
吉
『
ロ
ー
マ
法
』（
法
文
○122
註

（
２
）
所
引
）、
三
八
七
頁; Berger, Encyclopedic D

ictionary 

（
法

文
○22
註
（
３
）
所
引
）, s. v. 

［Praeiudicare

］; 

［Praeiudicium

］; 
H

eum
ann/Seckel, s. v. ［praeiudicium

］.
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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

六
八

○339  
第
二
巻
第
二
五
章
第
一
法
文

　

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
三
州（

１
）帝

室
財
産
管
理
官（

２
）ゲ

ル
ル

ス（
３
）に

〈
宣
示
す
〉。

　

サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
に
お
い
て
最
近
御
料
地
ま
た
は
永
借
地（

４
）が

別
々
の

所
有
権
者
に
分
割
さ
れ
た
際
、
奴
隷
の
家
族（

５
）全

体
が
誰
で
あ
れ
同
一

の
所
有
者
の
と
こ
ろ
に
残
る
よ
う
に
、
財
産（

６
）の

分
割
が
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
子
が
両
親
か
ら
、
兄
弟
か
ら
姉
妹
が
、

夫
か
ら
妻
が
離
さ
れ
る
こ
と
に
誰
が
堪
え
ら
れ
よ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、

奴
隷
た
ち
を
別
々
の
権
利
の
下
に
分
か
ち
連
れ
去
っ
た
者
た
ち
は
、

そ
の
奴
隷
た
ち
を
ひ
と
つ
の
権
利
の
下
に
戻
す
こ
と
を
強
制
さ
れ
る

べ
し
。
そ
し
て
〈
奴
隷
の
〉
家
族（

５
）の

回
復
に
よ
っ
て
誰
か
の
下
か
ら

奴
隷
が
欠
け
た
と
き
は
、
当
該
奴
隷
を
受
け
取
っ
た
者
に
よ
り
そ
の

者
に
対
し
代
わ
り
の
奴
隷
が
補
わ
れ
、
分
か
た
れ
た
奴
隷
の
家
族（

５
）に

つ
い
て
こ
の
後
何
ら
か
の
不
平
が
州
内
に
残
存
し
な
い
よ
う
に
注
意

せ
よ
。

　

プ
ロ
ー
ク
ル
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年（

７
）

の
四
月

二
九
日
に
付
与
す
。

（
１
）		tres 

provinciae. 
Sicilia, 

Sardinia, 
Corsica

を
指
す
。cf. 

Gothofredus, ad h. l.

（
２
）		rationalis. 

帝
室
財
産
管
理
官
に
つ
い
て
は
法
文
○28
註
（
１
）
お
よ

び
法
文
○85
註
（
１
）
を
参
照
。

（
３
）		Gerulus. 

詳
細
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。cf. 

PLRE. 
i, 

p. 
394 

（GERV
LV

S

）.

（
４
）		fundi 

patrim
oniales 

vel 
enfyteuticarii. 

御
料
地
と
永
借
地

と
がvel

等
の
接
続
詞
に
よ
る
組
み
合
わ
せ
で
『
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法

典
』
に
登
場
す
る
の
は
法
文
○188
の
他
、
同
第
一
一
巻
第
一
章
第
四
法

文
（
三
三
七
年
一
二
月
）
お
よ
び
同
第
五
巻
第
一
五
章
第
一
七
法
文

（
三
六
四
年
）
で
あ
り
、
こ
の
種
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
ら
ず
に
両
者
が

登
場
す
る
の
が
同
第
五
巻
第
一
二
章
第
二
（
四
一
五
年
）
お
よ
び
第

三
法
文（
四
三
四
年
）で
あ
る
。
御
料
地
に
つ
い
て
は
法
文
○109
註（
２
）、

永
借
地
ま
た
は
永
借
人
・
永
借
権
者
に
つ
い
て
は
法
文
○91
註
（
３
）

を
参
照
。
ま
た
、
御
料
地
や
永
借
地
は
法
文
○128
や
法
文
○305
で
も
言
及

さ
れ
て
い
る
。

（
５
）		agnatio. 

法
文
○160
註
（
３
）
参
照
。
古
典
期
の
ロ
ー
マ
法
で
は
男
系

親
族
で
あ
る
「
宗
族
」
関
係
を
指
し
（
原
田
慶
吉
『
ロ
ー
マ
法
』［
法

文
○122
註
（
２
）
所
引
］ 

二
八
四
～
二
八
五
頁
、Berger, Encyclopedic 

D
ictionary 

［
法
文
○22
註
（
３
）
所
引
］, s. v. 

［A
gnatio

］ 

参
照
）、
本

法
典
の
法
文
○89
・
○160
・
○214
に
お
い
て
も
、
宗
族
関
係
あ
る
い
は
宗
族

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
帝
政
後
期
に
は
宗
族
に
基

づ
く
家
制
度
の
後
退
と
い
う
一
般
的
現
象
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
本

法
文
は
奴
隷
の
親
子
や
兄
弟
姉
妹
を
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
も
そ

も
奴
隷
の
「
宗
族
」
と
い
う
表
現
は
お
か
し
い
の
で
、「
家
族
」
と

訳
し
た
。
な
お
、
後
出
の
奴
隷
の
「
家
族
」
の
原
語
は
そ
れ
ぞ
れ
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テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典 （Codex T

heodosianus

） （
二
一
）（
後
藤
）

六
九

necessitudines

、affectus

で
あ
る
が
、
同
内
容
を
指
し
て
い
る
と

理
解
し
、「
家
族
」と
い
う
訳
語
で
統
一
し
た
。cf. Gothofredus, ad h. l.

（
６
）		possesiones. 

本
用
語
は
、
た
と
え
ば
法
文
○65
・
○160
・
○244
・
○280
に

み
ら
れ
る
「
占
有
（
権
）」
の
他
、法
文
○32
の
「
土
地
」、法
文
○275
の
「
所

有
地
」、法
文
○305
の
「（
永
借
）
地
」、「
財
産
」、法
文
○179
の
「
保
持
」
と
、

多
様
に
訳
し
得
る
。
本
法
文
に
お
い
て
は
、
相
続
財
産
の
分
割
に
際

し
て
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
理
解
し
、「
財
産
」
と
訳
し
た
。

（
７
）		

プ
ロ
ー
ク
ル
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
コ
ー
ン

ス
ル
年
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ど
ち
ら
か
の
コ
ー
ン
ス
ル
名
が
誤
り

と
考
え
る
と
、
①
ア
キ
ン
デ
ュ
ー
ヌ
スA

cindynus

と
プ
ロ
ー
ク
ル

ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
で
あ
っ
た
三
四
○
年
、
②
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー

リ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
で
あ
っ
た
三
二
五
年
、
③
オ
プ
タ
ー
ト
ゥ

ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
で
あ
っ
た
三
三
四
年
が
付
与
年

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。Gothofredus, ad h. l. 

は
、
三
四
○
年

の
三
州
帝
室
財
産
管
理
官
と
し
て
カ
ッ
レ
ピ
ウ
スCallepius

の
名
を

伝
え
る
本
法
典
第
一
○
巻
第
一
○
章
第
五
法
文
に
基
づ
き
①
の
付
与

年
に
は
難
が
あ
る
と
し
て
、
③
の
付
与
年
を
考
え
る
。M

om
m

sen, 
ad h. l. 

はGothofredus

の
三
三
四
年
説
を
紹
介
し
な
が
ら
も
、
付

与
年
は
確
定
不
能
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
しSeeck

は
、
プ
ロ
ー

ク
ル
ス
の
方
を
修
正
す
べ
き
と
す
る
点
で
はGothofredus

と
同
様

だ
が
、
本
来
は
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
い
う
単
独
の
コ
ー
ン
ス
ル
名
し
か

伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
後
代
の
編
纂
者
が
誤
っ
た
コ
ー
ン
ス
ル
名
を
付

加
し
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
『
勅
法
彙
纂
』

第
六
巻
第
二
一
章
第
一
五
法
文
のsubscriptio

を
挙
げ
、
そ
の
発
布

年
月
日
（
三
三
四
年
八
月
一
一
日
）・
発
布
地
（
ニ
ー
コ
メ
ー
デ
ィ
ア
）

と
、
三
三
四
年
夏
の
コ
ー
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
所
在
地
（
ド
ナ

ウ
諸
州
）
と
の
矛
盾
か
ら
、
本
来
は
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
い
う
コ
ー
ン

ス
ル
名
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
の
ち
に
「
オ
プ
タ
ー

ト
ゥ
ス
」
と
い
う
誤
っ
た
コ
ー
ン
ス
ル
名
が
付
加
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

実
際
の
付
与
年
は
、
七
月
二
五
日
に
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が

ニ
ー
コ
メ
ー
デ
ィ
ー
ア
に
い
た
こ
と
が
確
実
で
、
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と

ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
で
あ
っ
た
三
二
五
年
で
あ
っ
た
と

す
る
。Seeck

は
本
法
文
に
つ
い
て
も
、
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
い
う
単

独
の
コ
ー
ン
ス
ル
名
に
「
プ
ロ
ー
ク
ル
ス
」
と
い
う
誤
っ
た
コ
ー
ン

ス
ル
名
が
付
加
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
実
際
の
発
布
年
は
三
二
五
年
で

あ
っ
た
と
考
え
る
（Regesten, pp. 88f.; pp. 174f.

）。PLRE. i, loc. 
cit. 

は
、Seeck

の
三
二
五
年
説
を
掲
げ
つ
つ
、「
プ
ロ
ー
ク
ル
ス
と

パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
」
は
存
在
し
な
い
こ
と
、
お
よ

び
本
勅
法
が
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
下
の
も
の
で
あ
る
こ
と

に
言
及
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

○340  

第
五
巻
第
二
〇
章
第
一
法
文

　

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
マ
ー
ク
シ
ム
ス（

１
）に

〈
宣
示
す
〉。

　

古
く
か
ら
の
慣
習
を
堅
持
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

と
っ
て
の
指
針
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
公
共
の
利
益
を
理
由
と
す
る
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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

七
〇

妨
げ
が
何
も
な
い
場
合
に
は
、
長
く
遵
守
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
こ
の

先
も
存
続
す
べ
き
で
あ
る（

２
）。

　

正
帝
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
四
度
目
に
し
て
サ
ッ
ル
ス
テ
ィ
ウ
ス
が

コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
二
月
二
六
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス

で
付
与
す（

３
）。

（
１
）		M

axim
us. PLRE. i, p. 581 

（M
axim

us 8

）
は
、subscriptio

の
コ
ー
ン
ス
ル
年
（
三
六
三
年
）
に
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス

で
あ
れ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
で
あ
れ
存
命
し
て
お
ら
ず
、
ユ
ー

リ
ア
ー
ヌ
ス
が
同
年
に
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
に
滞
在
す

る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
コ
ー
ン
ス
ル
年
は
編
纂
者
に
よ
っ

て
誤
っ
て
挿
入
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
簡
明
で
あ
る
と

し
、
本
勅
法
は
お
そ
ら
く
は
三
三
二
年
か
三
三
三
年
に
道
長
官
マ
ー

ク
シ
ム
ス
（PLRE. i, pp. 590f. 

［V
alerius M

axim
us 49

］, 

法
文

○259
註
（
１
）
参
照
）
に
宛
て
て
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
す

る
。Gothofredus, ad 5. 12. 1

は
、
本
勅
法
が
コ
ー
ン
ス
ル
年
通
り

に
三
六
三
年
に
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
と
解
し
て
、

マ
ー
ク
シ
ム
ス
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
の
首
都
長
官
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。

（
２
）		Gothofredus, ad 5. 12. 1

に
よ
れ
ば
、
本
法
文
は
、
土
地
の
買
主

な
ど
の
譲
受
人
が
税
負
担
を
引
き
受
け
る
べ
き
こ
と
を
定
め
た
本
法

典
第
一
一
巻
第
三
章
第
三
法
文
（
三
六
三
年
二
月
一
六
日
付
与
）、
お

よ
び
所
有
者
の
税
負
担
義
務
を
定
め
た
同
第
四
法
文
（
三
六
三
年
二

月
二
七
日
付
与
）
と
一
体
を
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

（
３
）		

本
勅
法
の
付
与
年
に
つ
い
て
は
、
本
法
文
註
（
１
）
を
参
照
。

Seeck, Regesten, p. 429

は
、subscriptio

の
コ
ー
ン
ス
ル
年
通
り

に
三
六
三
年
を
付
与
年
と
解
す
る
。

○341  

第
六
巻
第
三
八
章
第
一
法
文

　

正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
パ
テ
ル
ヌ
ス=

ウ
ァ
レ
リ

ア
ー
ヌ
ス（

１
）に

〈
宣
示
す
〉。

　

ペ
ル
フ
ェ
ク
テ
ィ
ッ
シ
ミ
ー
級
の
親
任
状（

２
）を

求
め
し
者
は
、
以
下

の
場
合
に
そ
れ
を
享
受
す
べ
し
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
者
が
奴
隷
の
境

遇
か
ら
程
遠
く
、
国
庫
や
都
市
参
事
会
に
責
を
負
っ
て
お
ら
ず
、「
パ

ン
製
造
業
者（

３
）」

で
な
く
、
ま
た
、
な
に
が
し
か
の
…
…（

４
）で

な
い
か
ぎ

り
に
お
い
て
で
あ
る
。
…
…（

５
）。

（
１
）		Paternus 

V
alerianus. 

本
法
文
以
外
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

PLRE. i, p. 939 

（Paternus V
alerianus 15

） 

は
、
法
文
○276
で
確
認

さ
れ
る
三
三
〇
年
の
管
区
代
官
ウ
ァ
レ
リ
ア
ー
ヌ
ス
と
同
一
人
物
で

あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
に
対
しGothofredus, ad h. l. 

は
、

法
文
○276
のinscriptio

の
記
載
に
加
え
て
、
本
法
文
中
で
ロ
ー
マ
市
の

食
糧
供
給
に
関
連
す
る
「
パ
ン
製
造
業
者
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
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テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典 （Codex T

heodosianus

） （
二
一
）（
後
藤
）

七
一

い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
法
文
○155
で
年
齢
特
権
取
得
に
関
し
て
ペ
ル
フ
ェ

ク
テ
ィ
ッ
シ
ミ
ー
級
の
者
た
ち
の
審
査
が
在
ロ
ー
マ
管
区
代
官
の
も

と
で
行
わ
れ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
法
文
の
名
宛

人
を
在
ロ
ー
マ
管
区
代
官
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

（
２
）		codicilli perfectissim

atus. 

親
任
状
に
つ
い
て
は
法
文
○291
註（
６
）

参
照
。
ペ
ル
フ
ェ
ク
テ
ィ
ッ
シ
ミ
ー
級
に
つ
い
て
は
、法
文
○4
註（
１
）

参
照
。

（
３
）		pistores. 「
パ
ン
製
造
業
者
」
に
つ
い
て
は
法
文
○106
註
（
２
）
参
照
。

ま
た
、「
パ
ン
製
造
業
者
」
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
法
文
○51
や
○108
も
参

考
と
な
ろ
う
。

（
４
）		

写
本
で
は
こ
の
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
じ
勅
法
を

収
録
し
て
い
る
『
勅
法
彙
纂
』
第
一
二
巻
第
三
二
章
（
三
三
章
）
第

一
法
文
に
は
こ
の
部
分
が
残
存
し
て
お
り
、「
奴
隷
の
境
遇
か
ら
程
遠

く
、
国
庫
や
都
市
参
事
会
に
責
を
負
っ
て
お
ら
ず
、「
パ
ン
製
造
業
者
」

で
な
く
、
ま
た
、
な
に
が
し
か
の
商
売
に
携
わ
っ
て
も
い
な
け
れ
ば
、

買
収
で
得
た
推
薦
に
よ
っ
て
そ
の
名
誉
を
購
っ
た
の
で
も
な
く
、
他

の
だ
れ
か
の
財
産
を
管
理
し
て
い
る
の
で
も
な
い
か
ぎ
り
に
お
い
て

で
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）		subscriptio

が
欠
損
し
て
お
り
、
発
布
年
な
ど
の
情
報
は
得
ら
れ

な
い
。
な
お
、Seeck, Regesten, p. 165

は
、
三
一
七
年
一
月
一
九

日
に
掲
示
さ
れ
た
法
文
○66
（
ヒ
ス
パ
ー
ニ
ア
諸
州
の
総
監
オ
ク
タ
ー

ウ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
宛
）
と
本
法
文
と
は
、
も
と
も
と
同
じ
単
一
の
勅
法

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
根

拠
は
明
示
し
て
い
な
い
。

○342  

第
八
巻
第
一
五
章
第
一
法
文

　

…
…
…（

１
）。

ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ナ
が
発
言
し
た
。「
彼
は
そ
の
土
地
の

地
区
長（

２
）

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が

発
言
し
た
。「
し
か
し
、
行
政
職
に
就
い
て
い
る
者
が
何
か
を
購
入

す
る
こ
と
は
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
が
購
入
し
た

の
が
彼
の
地
区
に
お
い
て
で
あ
れ
、
そ
れ
以
外
の
地
区
に
お
い
て
で

あ
れ
、
実
の
と
こ
ろ
何
の
違
い
も
な
い
。
彼
が
購
入
し
た
こ
と
が
法

に
反
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
な
の
だ
か
ら
。」
さ
ら
に
帝
は
付
言
し

た
。「
行
政
職
に
就
い
て
い
る
者
が
購
入
し
た
も
の
は
何
で
あ
れ
す

べ
て
国
庫
の
も
の
と
な
る
こ
と（

３
）を

汝
ら
は
知
ら
ぬ
の
か
。」
ア
グ
リ
ッ

ピ
ー
ナ
が
発
言
し
た
。「
彼
は
そ
の
土
地
の
長（

２
）

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
彼
の
弟
か
ら
買
い
取
っ
た
の
で
す
。
御
覧
く
だ
さ
い
、

こ
れ
が
取
引
の
証
書
で
す
。」
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が

発
言
し
た
。「
コ
ー
デ
ィ
ア
と
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ナ
は
売
主
か
ら
相
応

の
金
銭
を
受
け
取
る
べ
し
。

（
４
）」

（
１
）		

こ
の
法
文
は
、
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ナ
と
コ
ー
デ
ィ
ア
と
い
う
二
人
の

女
性
が
提
起
し
た
訴
え
に
対
す
る
皇
帝
の
裁
定
を
記
録
し
た
も
の
で

あ
る
。
訳
文
に
は
十
分
反
映
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー

ナ
の
発
言
に
は
ギ
リ
シ
ア
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
コ
ー
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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

七
二

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
言
葉
と
、
発
言
者
を
示
す
部
分
に
は
ラ

テ
ン
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

皇
帝
顧
問
会
議consistorium

に
お
け
る
審
理
記
録
を
抜
粋
・
収

録
し
て
い
る
法
文
と
し
て
は
、
本
法
文
以
外
に
も
、
本
法
典
第
一
巻

第
二
二
章
第
四
法
文
、
第
四
巻
第
二
〇
章
第
三
法
文
、
第
一
一
巻
第

三
九
章
第
五
法
文
、
同
第
八
法
文
、『
勅
法
彙
纂
』
第
九
巻
第
四
七
章

第
一
二
法
文
、
第
一
〇
巻
第
四
八
章
（
四
七
章
）
第
二
法
文
な
ど
が

あ
る
。Gothofredus, ad h. l. 

お
よ
びM

om
m

sen, ad h. l. 

は
、

第
一
一
巻
第
三
九
章
第
五
法
文
の
よ
う
に
審
理
記
録
に
は
年
月
日
情

報
が
冒
頭
部
に
記
載
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
と
考
え
、
本
法
文
冒
頭
に

欠
落
を
想
定
し
て
い
る
。
本
法
文
の
正
確
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

本
法
典
で
次
に
収
録
さ
れ
て
い
る
第
八
巻
第
一
五
章
第
二
法
文
（
法

文
○316
）
は
三
三
四
年
五
月
一
九
日
に
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

な
お
、J. N

. A
dam

s, Bilingualism
 and the Latin Language 

（Cam
bridge, 2003

）, pp. 383-390

は
、
本
法
文
や
、
エ
ジ
プ
ト
の

パ
ピ
ル
ス
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
審
理
記
録
の
分
析
か
ら
、
審
理
に
お

け
る
裁
判
官
の
ラ
テ
ン
語
使
用
が
帝
国
の
権
威
を
示
す
役
割
を
果
た

し
た
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー

ヌ
ス
帝
の
ギ
リ
シ
ア
語
と
ラ
テ
ン
語
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
、S. 

Corcoran, The Em
pire of the Tetrarchs. Im

perial Pronouncem
ents 

and G
overnm

ent AD
 284-324 （2nd ed. O

xford, 2007

）, pp. 259f. 

も
参
照
。

（
２
）		 ἐπαγάρχει. πραιπόσιτος. 

「
地
区
」pagus

お
よ
び
「
地
区
長
」

praepositus pagi

に
つ
い
て
は
法
文
○212
註
（
２
）
参
照
。

（
３
）		

州
総
督
や
そ
の
下
僚
な
ど
の
行
政
職
に
就
く
者
お
よ
び
兵
士
が
そ

の
勤
務
地
で
の
土
地
の
購
入
そ
の
他
を
禁
じ
ら
れ
る
と
い
う
原
則
は
、

『
学
説
彙
纂
』
第
一
八
巻
第
一
章
第
六
二
法
文
、
第
四
九
巻
第
一
四
章

第
四
六
節
第
二
法
文
、
同
巻
第
一
六
章
第
一
三
法
文
な
ど
か
ら
知
ら

れ
る
。
ま
た
、
類
似
の
規
定
が
後
代
で
も
繰
り
返
し
遵
守
す
る
よ
う

求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
本
法
典
第
八
巻
第
一
五
章
第
三
法
文
・

第
五
法
文
な
ど
か
ら
確
認
さ
れ
る
。cf. Jones, LRE, pp. 399f.

（
４
）		Gothofredus, ad h. l. 

は
本
法
文
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
案
、

お
よ
び
審
理
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
再
構
成
し
て
い
る
。

　
　
　

ま
ず
、
地
区
長
で
あ
っ
た
人
物
が
そ
の
在
職
期
間
中
に
、
自
分
の

担
当
地
区
で
な
い
と
こ
ろ
の
地
所
を
購
入
し
、
ま
も
な
く
死
亡
し
た
。

そ
し
て
相
続
人
と
し
て
残
さ
れ
た
彼
の
弟
か
ら
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ナ
と

コ
ー
デ
ィ
ア
は
上
述
の
地
所
を
善
意
で
購
入
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
地
所
は
地
区
長
に
よ
っ
て
法
に
反
し
て
購
入
さ
れ
た
も
の
だ
と
い

う
密
告
が
国
庫
に
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
不
当
に
得
た
占
有
の
瑕

疵
は
常
に
物
に
付
随
す
る
た
め
に
、
そ
の
地
所
は
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ナ

と
コ
ー
デ
ィ
ア
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
、
国
庫
に
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。

　
　
　

ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ナ
は
ま
ず
問
題
の
地
区
長
が
管
轄
し
て
い
た
地
区

と
、
地
所
が
あ
っ
た
地
区
と
は
別
だ
と
い
う
事
実
を
根
拠
に
救
済
措

置
を
求
め
た
が
、
そ
れ
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
に
よ
っ
て

斥
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
第
二
の
論
拠
と
し
て
自
分
た
ち
の
地
所
購

入
は
善
意
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
持
ち
出
し
、
こ
れ
に
説
得

さ
れ
た
帝
は
、
地
所
は
依
然
と
し
て
国
庫
の
も
の
と
さ
れ
る
も
の
の
、
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テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典 （Codex T

heodosianus

） （
二
一
）（
後
藤
）

七
三

善
意
の
買
主
が
金
銭
ま
で
も
失
う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ナ
と
コ
ー
デ
ィ
ア
は
地
所
の
売
主
か
ら
、
金

銭
を
返
却
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
旨
の
判
決
を
帝
は
出
し
た
と
す
る

の
で
あ
る
。

○343  

第
一
五
巻
第
一
章
第
一
法
文

　

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
ア
ー
フ
リ
カ
州
総
督
フ
ラ
ー

ウ
ィ
ア
ー
ヌ
ス（

１
）に

〈
宣
示
す
〉。

　

都
市
が
そ
の
固
有
の
装
飾
を
奪
わ
れ
て
よ
い
と
は
誰
も
考
え
て
は

な
ら
な
い
。
都
市
が
そ
の
輝
き
を
、
た
と
え
ば
他
の
都
市
の
城
壁（

２
）に

移
す
と
い
う
名
目
で
失
う
こ
と
は
、
い
み
じ
く
も
古
人（

３
）に

よ
り
道
に

適
っ
た
こ
と
と
は
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
と
副
帝
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の

二
月
二
日
に
メ
デ
ィ
オ
ー
ラ
ー
ヌ
ム
で
付
与
し
、
七
月
八
日
に
受
領

す（
４
）。（

１
）		Flavianus.　

三
五
七
年
の
ア
ー
フ
リ
カ
州
総
督
。cf. PLRE i, p. 

344 （
…LIV

S FLA
V

IA
N

V
S 11

）.

（
２
）		m

oenia.　

Gothofredus, ad h. l. 

は
、opera publica seu 

aedificia

す
な
わ
ち
公
共
建
造
物
と
解
す
る
。

（
３
）		veteres.　

建
造
物
の
装
飾
を
保
護
す
る
法
と
し
て
は
、
古
く
は

ハ
ド
リ
ア
ー
ヌ
ス
帝
治
下
の
ア
キ
ー
リ
ウ
ス
元
老
院
決
議
（
一
二
二

年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
決
議
は
、
相
続
や
売
却
に
よ
っ
て
建
造
物

の
装
飾
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
禁
じ
た
。cf. Gothofredus, ad h. l.; 

Berger, Encyclopedic D
ictionary 

（
法
文
○22
註
（
３
）
所
引
）, s. v. 

［Senatusconsultum
 A

cilianum

］.

（
４
）		Gothofredus, ad h. l. 

は
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
治

下
に
フ
ラ
ー
ウ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
と
い
う
名
の
ア
ー
フ
リ
カ
州
総
督
の
存

在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
本
法
典
第
八
巻
第
五
章
第
一
〇
法
文

（
写
本
で
は
三
五
八
年
一
〇
月
二
七
日
の
付
与
）
お
よ
び
第
一
一
巻

第
三
六
章
第
一
四
法
文
（
写
本
で
は
三
六
一
年
八
月
三
日
の
付
与
）

に
ア
ー
フ
リ
カ
州
総
督
フ
ラ
ー
ウ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
が
名
宛
人
と
し
て
登

場
す
る
こ
と
か
ら
、
本
法
文
の
付
与
者
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ

ス
で
は
な
く
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
で
あ
り
、subscriptio

は

CO
N

ST
A

N
T

IO
 A

. V
IIII ET

 IV
LIA

N
O

 CA
ES. II CO

SS.

（
三
五
七
年
）
に
修
正
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
い
る
。M

om
m

sen, 
ad 

h. 
l. 

もGothofredus

に
従
い
、
フ
ラ
ー
ウ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
が
三
五
八

年
頃
と
三
六
一
年
に
ア
ー
フ
リ
カ
州
総
督
で
あ
っ
た
こ
と
、
三
五
六

／
三
五
七
年
の
冬
に
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
メ
デ
ィ
オ
ー
ラ
ー

ヌ
ム
を
離
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
法
文
の
付
与
年
を
三
五
七
年
と
す
る
。

Seeck, Regesten, pp. 37, 203; PLRE i, loc. cit.  

も
同
様
に
、
本
法

文
の
付
与
年
を
三
五
七
年
と
し
て
い
る
。

（
未
完
）
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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

七
四

（
附
記
）
今
回
の
担
当
者
は
、
大
清
水
裕
、
後
藤
篤
子
、
芹
澤
悟
、

田
中
創
、
林
信
夫
、
樋
脇
博
敏
で
あ
る
。
な
お
今
回
で
、
コ
ー

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
発
布
者
と
さ
れ
る
勅
法
は
全
て

訳
了
し
た
。
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